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罫
 高
エ
ネ
研
の
未
払
賃
金
・
退
職
手
当
請
求
訴
訟
の

　
 控
訴
審
判
決
～
控
訴
審
も
不
当
判
決

罫
 第
　
回
教
研
集
会
は
宇
都
宮
大
学
・
開
催
決
定

28

罫
 『
全
大
教
時
報
 第
　
巻
 第
2
号
』お
知
ら
せ

40

罫
 「『
軍
学
共
同
』反
対
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」参
加
報
告

茎
 論
壇「
大
学
院
生
の
研
究
・
生
活
実
態
」 全
院
協

茎
 専
門
部
等
の
活
動
報
告「
青
年
部
」

　
　
部
長
 高
木
夏
樹（
都
城
高
専
）

荊
 単
組
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト

　
猿
 室
蘭
工
業
大
学

　
　「『
組
合
知
る
会
』の
開
催
で
4
人
が
加
入
」

　
猿
 宇
部
高
専

　
　「
教
育
現
場
に
ふ
さ
わ
し
い
職
場
づ
く
り
」

荊
 わ
た
し
も
ひ
と
こ
と

　
全
大
教
・
日
本
医
労
連
・
自

治
労
連
の
医
療
3
単
産
共
闘
会

議
は
、
共
同
で
取
り
組
ん
で
き

た
国
会
請
願
署
名
を
提
出
し
要

請
を
行
う
国
会
行
動
を
、
5
月

　
日
に
行
い
ま
し
た
。

19　
国
会
請
願
署
名
は
、

繋
 看
護
師
な
ど
の
夜
勤
労
働

時
間
の
規
制
で
、
労
働
環
境
を

5・
　
 医
療
3
単
産
署
名
提
出
国
会
行
動
、

19
　
　
　
　
　
  　
万
を
超
え
る
署
名
を
提
出

34

改
善
す
る
こ
と

罫
 医
師
・
看
護
師
・
介
護
職
員

な
ど
を
大
幅
に
増
や
す
こ
と

茎
 国
民
の
自
己
負
担
を
減
ら

す
こ
と

を
求
め
る
も
の
で
す
。
今
年
度

の
取
り
組
み
で
、
全
大
教
で
は

全
国
か
ら
2
，
3
8
1
筆
が
寄

せ
ら
れ
、
医
療
3
単
産
全
体
で

は
　
万
1
，
3
5
2
筆
が
集
ま

34
り
ま
し
た
。
同
じ
内
容
の
3
年

間
合
計
で
は
1
1
8
万
9
，
8

0
1
筆
に
も
達
し
ま
し
た
。

　
　
時
か
ら
開
か
れ
た
国
会
内

11
の
意
思
統
一
集
会
で
、
日
本
医

労
連
の
中
野
千
香
子
委
員
長

は
、
同
日
　
時
か
ら
行
っ
た
厚

10

労
省
へ
の
要
請
行
動
に
つ
い
て

報
告
し
、
3
単
産
で
共
同
し
て

取
り
組
ん
だ
か
ら
こ
そ
、
事
務

次
官
（
二
川
一
男
氏
）
が
対
応

し
「
み
な
さ
ん
が
厳
し
い
中
で

働
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
つ

い
て
、
問
題
意
識
を
共
有
し
て

　
医
療
3
単
産
共
闘
会
議
は
、

5
月
　
日
に
共
同
で
記
者
会
見

12

を
開
き
ま
し
た
。
こ
の
記
者
会

見
は
、
次
の
2
点
を
発
表
す
る

た
め
に
開
催
し
た
も
の
で
す
。

繋
 5
月
　
日
の
要
請
・
署
名
提

19

出
行
動
の
事
前
発
表

罫
 全
大
教
が
2
0
1
5
年
に

実
施
し
た
看
護
師
労
働
実
態
調

査
（
ア
ン
ケ
ー
ト
）
の
中
間
報

告

　
約
　
社
の
報
道
機
関
、
労
働

10

問
題
専
門
ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
、

医
療
問
題
専
門
雑
誌
等
の
記

者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
記
者
会
見
で
明
ら
か
に
し

た
結
果
に
つ
い
て
は
、
ネ
ッ
ト

ニ
ュ
ー
ス
の
弁
護
士
ド
ッ
ト

コ
ム
、
医
療
関
係
の
速
報
ニ
ュ

ー
ス
で
あ
る
メ
デ
ィ
フ
ァ
ク

ス
が
報
道
し
ま
し
た
。

　
 　
 （
書
記
長
　
長
山
 泰
秀
）

い
る
」
と
発
言
し
た
こ
と
、
ま

た
、こ
れ
ま
で〝
 診
療
報
酬
に
、

看
護
師
の
働
き
の
改
善
の
項
目

を
入
れ
さ
せ
た
 〟
、〝
 地
方
議

会
に
お
い
て
意
見
書
が
多
数
採

択
さ
れ
て
い
る
 〟
、〝
 請
願
署

名
の
紹
介
議
員
が
1
0
0
人
を

超
え
て
集
ま
っ
て
い
る
 〟
、
な

ど
大
き
な
成
果
を
挙
げ
て
き
た

と
述
べ
ま
し
た
。

　
　
時
か
ら
は
国
会
議
員
会
館

12
前
で
、
参
加
者
の
看
護
師
な
ど

が
白
衣
に
着
替
え
、
市
民
、
国

会
議
員
に
対
し
て
ア
ピ
ー
ル
を

し
ま
し
た
（
上
・
写
真
）
。

　
そ
の
後
、
参
加
者
全
員
で
6

5
0
人
全
て
の
国
会
議
員
の
事

務
所
を
ま
わ
り
、
要
請
書
を
手

渡
し
て
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
の
参
加
者
は
、
全
大
教
か

ら
8
人
、
全
体
で
2
4
8
人
で

し
た
。

看
護
師
等
の
夜
勤
改
善
、

大
幅
増
員
等
を
求
め
る

「
国
立
大
学
病
院
看
護
師
労
働
実
態
調
査
」

～
充
分
な
看
護
が
あ
ま
り
出
来
て
い
な
い
～

健
康
と
疲
労
で
は
、〝
 身
体

的
・
精
神
的
疲
労
 〟
で
「
と
て

も
疲
れ
る
」
が
と
も
に
　
％
を

45

超
え
、
一
般
労
働
者
の
3
倍
と

な
り
、「
や
や
疲
れ
る
」
を
併
せ

る
と
9
割
を
超
え
ま
し
た
（
上

ラ
イ
ン
」
が
示
さ
れ
る
な
ど
、

看
護
労
働
の
あ
り
方
を
め
ぐ
る

状
況
の
変
化
も
生
ま
れ
ま
し

た
。
　
昨
年
（
2
0
1
5
年
）　
月
、

10

安
全
・
安
心
の
医
療
・
看
護
の

確
立
と
安
心
し
て
働
き
続
け
ら

れ
る
労
働
環
境
作
り
を
目
的
と

し
て
6
年
ぶ
り
に
実
施
し
た
今

回
の
調
査
に
は
、
国
立
大
学
に

働
く
看
護
師
の
約
4
分
の
1
に

あ
た
る
8
，
4
1
4
人
か
ら
回

答
を
得
ま
し
た
。

5
月
　
日
に
は
、看
護
師
労
働
実
態
調
査
の

12

結
果
に
つ
い
て
記
者
会
見（
報
道
機
関
 約
　
社
が
出
席
）

10

「5.19医療3単産署名提出国会行動」では医療従事者らによって
「白衣のアピール行動」（衆議院第2議員会館前）を行いました　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2016年5月19日）

0
9
年
調
査
以
降
、
厚
労
省
の

5
局
長
・
6
局
長
通
知
や
日
本

看
護
協
会
の「
看
護
職
の
夜
勤
・

交
代
制
勤
務
に
関
す
る
ガ
イ
ド

　
全
大
教
病
院
協
議
会
で
は
、

国
立
大
学
に
働
く
看
護
師
を
対

象
に
、
概
ね
5
年
毎
に
調
査
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
前
回
2
0

安
全
・
安
心
の
看
護
で
は
、

看
護
師
1
人
が
受
け
持
つ
患
者

数
が
減
少
し
た
の
を
は
じ
め
、

ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
に
誰
も
い
な

い
こ
と
が
あ
る
や
注
射
準
備

中
、
他
の
仕
事
で
中
断
さ
せ
ら

れ
る
こ
と
が
あ
る
が
前
回
と
比

べ
減
少
す
る
な
ど
、
引
き
続
き

改
善
傾
向
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

看
護
労
働
で
は
、
夜
勤
時
の

休
憩
時
間
や
夜
勤
人
員
な
ど
で

改
善
が
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
三

交
代
・
二
交
代
と
も
夜
勤
回
数

の
増
加
傾
向
が
見
ら
れ
ま
し

た
。

　
病
院
協
議
会
で
は
、
今
回
の

調
査
結
果
を
社
会
に
広
く
ア
ピ

ー
ル
す
る
と
と
も
に
、
文
科
省

会
見
や
厚
労
省
要
請
、
国
会
要

請
行
動
な
ど
に
活
用
す
る
と
と

も
に
、
病
院
長
会
議
や
看
護
部

長
会
議
等
へ
の
申
し
入
れ
、
各

単
組
で
の
取
り
組
み
な
ど
に
活

用
し
、
看
護
職
員
の
増
員
・
労

働
条
件
改
善
を
求
め
て
行
く
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
調

査
結
果
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
全

大
教
H
P
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。
※
短
縮
U
R
L
↓

http://goo.gl/w
EhG

V
O

　
 （
書
記
次
長
　
石
川
 洋
基
）

記
グ
ラ
フ
参
照
）
。〝
 不
安
・

悩
み
・
ス
ト
レ
ス
 〟
に
つ
い
て

も
「
し
ば
し
ば
あ
る
」「
た
ま
に

あ
る
」
併
せ
て
こ
ち
ら
も
9
割

を
超
え
ま
し
た
。
こ
れ
も
一
般

労
働
者
の
1
・
5
倍
に
あ
た
り

ま
す
。
ま
た
、
夜
勤
従
事
者
の

過
労
死
危
険
レ
ベ
ル
と
さ
れ
る

月
　
時
間
以
上
の
残
業
を
行
っ

60
た
と
回
答
し
た
人
は
、　
人
に

23

1
人
に
上
り
ま
し
た
。

看
護
協
会
の
勤
務
編
成

基
準
で
は
、そ
の
満
た
し
て
欲

し
い
も
の
と
し
て
「
週
末
の
連

続
休
暇
」
、「
連
続
勤
務
日
数
は

5
日
以
内
」
、「
勤
務
の
拘
束
時

間
は
　
時
間
以
内
」
、「
夜
勤
時

13

の
仮
眠
設
定
」
な
ど
の
順
と
な

り
ま
し
た
。


